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令和３年３月 24 日 

規 程 第 ３ 号 

  

 （目的） 

第１条 この規程は，津山工業高等専門学校（以下「本校」という。）における会議，

委員会，部会，ワーキンググループ会議等（以下，「会議等」という。）を情報通

信機器を用いて開催することについて，安全かつ円滑な処理を図ることを目的に必

要な事項を定める。 

（情報通信機器等） 

第２条 会議等の開催に用いる情報通信機器は，次の各号の要件を全て満たすこと。

一 会議等を構成する者（以下「構成員」という。）が容易に利用できること。 

二 映像，音声等の送受信が常時安定しており，構成員相互の意見交換等を円滑 

に実施することが可能なものであること。 

三 取り扱う個人情報の外部への情報漏洩の防止や外部からの不正アクセスの防

止の措置が講じられていること。 

２ 会議等の開催に特定のソフトウェア，アプリケーション等を用いる場合は，構成

員が容易に利用できるものであること。 

 （開催方法） 

第３条 情報通信機器を用いた会議等の開催は，対面により開催する場合と同様に，

構成員相互の円滑な意見交換等が即時に行われ，必要な事項についての十分な審議

が可能であること。なお，音声通信による開催やチャット機能を用いた意見交換等

による開催については，審議に必要な資料が確認でき，構成員相互の円滑な意見交

換等が可能であること。 

２ 情報通信機器を用いた会議等は前項によって開催することを原則とするが，構成

員相互の円滑な意見交換等及び必要な事項についての十分な審議が可能となるよ

う，開催期間，資料の共有方法及び意見の表明方法，構成員相互で異なる意見が提

出された場合の調整方法等が予め構成員に周知されている場合には，電子メール等

を活用した即時性のない方法により開催することとして差し支えない。ただし，そ

の場合は，次の各号に定める事項に留意すること。 

 



一 資料の送付等から構成員が意見を検討するための十分な期間を設けること。  

二 構成員からの質問や意見が速やかに他の構成員に共有され，構成員間で意見の

交換等を円滑に行うことができること。その際，十分な審議が可能となるよう，

構成員全員が質問や意見の内容を含む議論の経緯を確認できるようにすること。 

三 構成員からの意見表明等がない場合，当該構成員に対し，資料の確認状況及び

意見提出の意思を確認すること。 

四 多数の構成員から異なる意見が提出された場合等には構成員相互の意見の調

整が煩雑となることから，各構成員から提出された意見の調整に必要な連絡等を

行う担当者を予め定める等，審議に支障を来すことがないようにすること。 

 （記録） 

第４条 情報通信機器を用いて開催した会議等においても，議事で重要なものについ

ては，書面または電磁的方式により記録を作成し，保存すること。 

 （雑則） 

第５条 この規程に定めるもののほか，必要な事項は，別に定める。 

   附 則（令和３年３月 24 日規程第３号） 

 この規程は，令和３年３月 24 日から施行し，令和２年４月１日から適用する。 


